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介護施設での食事場面におけるコミュニケーションについて








































































































































































ご協力を頂いたのは，富山県射水市の老人保健施設（要介護 1 ～ 5 の認定を受けた人，
入所100床）とグループホーム（少人数による共同生活に支障のない要介護者　定員18
介護施設での食事場面におけるコミュニケーションについて6






































































































































































































































































医師は「自らのPositive Face維持よりも患者のNegative Face，及びPositive Faceの維
持」，患者は，医師のPositive Face保持よりも自己の意思表示の言語化につとめ，「自ら
のPositive Face損傷を行わないこと」の重要性を指摘している。
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